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This paper aims to clarify the background of the religious pieces with Japanese text compiled and 
published in Meiji Period Japan by an American missionary, Frank Seymour Scudder. He was sent by the 
Reformed Church in America (RCA) to Japan in 1897. The record in the archive in Hawaii states Scudder 
made three such cantatas, but currently only one, “GLAD TIDINGS FOR CHRISTMAS (Kurisumasu no 
Yorokobi no Otozure),” is available in the facsimile reproduction. The other two Easter works are known 
only by documentation. These so-called cantatas were prepared for evangelical purposes, but were also 
used as performance pieces for visitors and general audiences. The impetus for Scudder to create them 
seems to have come from two directions. One was the use of printed publications as mission tool. His 
model was the monthly newspaper in Japanese, Yokokobi no Otozure, published by Mr. and Mrs. Miller. 
The other was the vogue of choral cantatas for new singing societies of all types in his native U.S.A., with 
democratic ideals, the growth of a middle-class, and Americanism providing a background for the 
movement. Some 3,000 American cantatas were published anew helped by printing technology and 
commercial distribution. Although expertise for printing Western music of a certain level of complexity 
was limited in Meiji Japan, Scudder’s pieces were successfully published, advertised, and one was 
performed nine years after he left for Hawaii in 1907. 
The author wishes to acknowledge the distinguished work by Dr. Shun-Ichi Teshirogi who made 
“GLAD TIDINGS FOR CHRISTMAS” available in the reprint collection, and completed various 
studies on surrounding subjects.  Also, special thanks are due to Meiji Gakuin for the lasting and 





はじめに  Preface 
当稿は 1897 年 10 月 10 日から 1907 年 8 月頃までの 10 年に満たない期間（正味は 8 年間）1 
に亘り、長野で宣教したアメリカ改革派教会の宣教師、フランク・シーモア・スカダー（Frank 
Seymour Scudder）が編纂・出版した日本語歌詞を伴う楽曲についての考察である。曲は、手代
木 俊一編集『明治期讃美歌・聖歌集成 第 39 巻 童蒙讃美歌』（1998 東京：大空社）に復刻さ
れている。明治期のキリスト教歌集を集成・復刻、関連の多くのご研究を賜った手代木俊一博
士に負うところ大きく、また、100 年以上に亘って Mrs. Florence Schenck Scudder の墓所をお守
りくださった明治学院に心よりの感謝をささげる。 
 フランク・スカダーは、祖父 John Scudder [Sr.]が米国改革派教会（Reformed Church in America、
以下 RCA）が最初にインドへ派遣した宣教師のひとりであった家系で、父の Ezekiel Carman 
Scudder [Sr.]とその 6 人の兄弟、その子弟である少なくとも 5 名の従兄弟が全てインドやセイロ
ンで宣教したなかで、ひとり日本を選んだ。父の任地インド Coonoor で 1862 年に生れ、1885 年 






めとする多様な人々への宣教を主たる任務とする職務に就くため、1907 年 7 月に急に招聘され
3 人の子供を連れてハワイへ転任した。同志社大学教授の祖父のほうのオーティス・ケリー[Sr.]
（Otis Cary ケーリとも表記）によると、1907 年に Rev. Frank S. Scudder はそれ以前に日本でア
メリカン・ボード宣教師であった従兄の Rev. Doremus Scudder, D.D.より同ボードの責任者
(superintendent)を引き継いだ(Cary 1909: 257)。後の人名事典には、1923年まで superintendent of the 
Japanese Department であったと記載されている(VandenBerge 1978:352)2。  
  
１． イースター・アンセム Easter Anthem 
 アメリカ改革派教会外国伝道局（Board of Foreign Missions, RCA）の年次報告書(Annual Report)
は発行前年の活動につき毎年 6 月頃発行された。従って各号の内容は基本的にその前年の活動
                                                  
1 1902 年 10 日 10 日～1904 年 7 月 29 日までは職務継続扱いの休暇 (furlough)で離日したため。 
2 伝記詳細は、文末≪年譜≫に記す。 
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についてのものである。本稿の文中では 1897 年を扱う第 66 期年次報告書（66th Annual Report, 
1898）から 1907 年を扱う第 76 期年次報告書（76th Annual Report, 1908）までを、「1897 年の報
告書(66th 1898)」から「1907 年の報告書(76th 1908)のように表記し、サイト推奨の形式で脚注に













のNellist編集のバイオグラフィー、 The Story of Hawaii and Its Buildersに「Frank Seymour Scudder, 
Minister and Educator (1862- 1956) が Religious Cantatas in Japanese Language を出版した、」との
記載があるうちの 1 件、Yomigaeri no Uta, © 1901 に該当するものと考えられる6。スカダーはラ
トガース大学およびニュ ・ーブランズウィック神学校在学中にグリ ・ークラブ部長として Songs 
of Rutgers (©1885)の編纂を行っており、楽譜編集・出版の経験があった。85 ページに全 88 曲を
擁するこの歌集は 1893 年には拡大改訂版も発行され、イェール大学所蔵の初版がインターネッ
                                                  
3 "69th Annual Report of the Board of World Missions" (1901). Annual Reports. Book 44. 
http://digitalcommons.hope.edu/world_annual_report/44  p.47 [Hope College document  PDF frame 80/153] *報告
書各巻のページ番号は宣教地毎に分かれるためフレーム番号も記す。 
4 "70th Annual Report of the Board of World Missions" (1902). Annual Reports. Book 45. 
http://digitalcommons.hope.edu/world_annual_report/45 p.43 [Hope College document   PDF frame 72/147] 
5 「5614. よみがへりのうた Yomigaeri no Uta スカッダー(Frank S. Scudder)著 東京 メソヂスト出版舎 
明治 34（1901）2[月] 」として、国際基督教大学アジア文化研究委員会（編集）『日本キリスト教文献目録』
(1965 国際基督教大学) p.149 に記載されている。 
6 Edited by George F. Nellist (Honolulu Star Bulletin, Ltd. Territory of Hawaii, 1925)よりデジタル化、コピーライ







２．クリスマス・カンタータ  The Christmas Piece   
イースターの曲は現在所在不明で見ることができないが、幸いなことにスカダー編纂のクリ
スマスの曲は、「クリスマスのよろこびのおとづれ」として『明治期讃美歌・聖歌集成 第39巻 童
蒙讃美歌』（手代木 1998）に復刻されている。Nellistのバイオグラフィーでは、Kurisumasu no 
Yorokobi no Otozura[sic], © 1903 に該当する。復刻されたのは、一作の単独出版物として明治39
年 (1906年) 11月15日に印刷11月17日に教文館より発行され、大正元年(1912年)10月30日に再版
発行されたもので本体に「カンタータ」の表記はなく、タイトル「クリスマスのよろこびのお
とづれ」（目立たない所に英語 GLAD TIDINGS FOR CHRISTMASも表記 ）のみである。 
ここでひとつ問題がある。ハワイの資料による出版年は 1903 年で復刻版の 1906 年と食い違
いがある。スカダーはハワイで 1956 年まで存命であり自作の出版年に誤りがあれば正した可能
性が高い。文末の≪年譜≫に示すとおり、RCA 報告書をたどって得た情報によると一家は 1902
年 10 月 10 日から、1904 年 7 月 29 日までサバティカル（furlough）で任地を離れており、1903




Freehold で出生したフランクの祖父 John Scudder [Sr.]に遡るまで米国内で生まれ育った者はい
ない。1902～1904 年には父の Ezekiel Carman Scudder [Sr.]はインドで宣教していた。一方で共に
帰米したスカダー夫人フローレンスの母、Mrs. Jennie Dumont Schenck の住所は Cranford N.J.に
なっている。詳細は不明だが、この 1 年半以上の休暇は病気のためと記載され（due to illness）、
うち一定期間は夫人のニュージャージーの実家か近隣で過ごしたと思われる。インドを訪れて
いた可能性もある。1907 年のハワイ・ミッションからの招聘への受諾の書状に 3 年前にホノル
                                                  
7 Scudder, Frank Seymour(President of the Rutgers Glee Club of '85), compiled and edited. 1885. Songs of Rutgers.  
New Haven: Shepard & Kellog. http://digital.library.yale.edu/cdm/ref/collection/rebooks/id/165024 Yale University 
Library 所蔵 (full digital access)  
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ルへ立ち寄ったと記されており、とすれば 1904 年に米本土から日本へ戻る途上であった可能性
が高い。これらの経緯から 1903 年に日本以外で一度印刷・出版し、1906 年に日本版を出版と
いう可能性も考えられるが、米国連邦議会図書館音楽部（Library of Congress - Music Division）
の司書、Cait Miller によると米国著作権局（U.S. Copyright Office）には Frank Seymour Scudder
名での登録は当時無かったとのことである8。 













male quartet、slowly、Repeat Spiritedly などの演奏指定や指示は全てイタリック体の英語で書か
れているので、礼拝の中で会衆によって歌われるのではなく、聴衆を前に聖歌隊や独唱者・独
奏者をもって演奏されることを前提とする楽曲のように思われる。曲の構成は以下のとおり。： 
Part I .  (第一部) 
第一  なにのしらべぞ  [詞の出典なし]、 
第二 神の大なるたまもの ヨハネ傳 3:16 
Solo  Male voices in unison  Female voices in unison   All voices in unison 
第三 マリアの賛美 ルカ傳 I：46, 50 
                                                  
8  2015 年 7 月 17 日付 e-メール 
9  日本でのラジオ放送開始は 1925 年 




第四 ザカリアの歌 ルカ傳 I：68, 79   [曲 ウェルナーのばら] 
May be sung by a male quartet 
[7ページ ]  テキスト 日・英 
第五 東洋のはかせ マタイ傳 2：I   [tune Barnard, 讃美歌 II 188 with variant] 
Solo with violin accompaniment 
第六 三人の博士の歌 マタイ傳 2：2   インドの譜 AN INDIA MELODY 
Trio of male voices 
第七 聖書朗讀  馬太傳 2; 3-9 
第八 ベツレヘムの星 マタイ傳 2；10, 11   
Trio for Soprano, Alto and Tenor (or Second Alto) 
 Part II. 
第二部 
第一 主キリストの音 其一 ルカ傳2；8  [Georg Friedrich Händel“He shall feed His flock 
like a shepherd” from Messiah ]    
Alternate Tune Eventide  Sambika No. 9  として主バージョンと同じ歌詞を縦書きで示す。 
[この讃美歌 9番は 讃美歌第１集 39番「日暮れて四方はくらく」]  
第二 主キリストの音 其二 ルカ傳 2；9-12  
第三 栄光神にあれ ルカ傳 2；13 
   Solo Trio of female voices 
第四 天軍の歌 ルカ傳 2；14 
 *Piano accompaniment may be made brilliant, by playing, at times, an octave higher. 
第五 聖書朗讀 ルカ傳 2；15-20 
第六 第一部の第二 最唱  神の大なるたまもの 
    Chorus No. 2. of Part I 
第七 第一部 第二の譜を持ちふ   
    Solo and Chorus No. 1 of Part I. verses 2 and 3  [繰り返す歌詞を縦書きで] 
[21ページ]  テキスト 日本語 「世の人々の待ち望みし救主」 
[22ページ]  テキスト 英語 “THE EXPECTATION OF THE MESSIAH IN THE WORLD” 
[23ページ]  テキスト 英語 “THE STAR OF BETHLEHEM” by Henry Van Dyke  
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挿図 1  ≪「クリスマスのよろこびのおとづれ」第1部 第二≫ 
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第一部と第二部のそれぞれは広い音域を用いる鍵盤楽器の序奏で始まり、前者は声部がポリ




人の博士の歌—インドの譜 AN INDIA MELODY」以外に曲の出典は示されていない。 第一部 
第四、「ザカリアの歌」は「ウェルナーの野ばら」として知られる4部合唱であるが、やはり明
記されていない11。 
その次の第一部 第五、「東洋のはかせ」Solo with violin accompaniment の歌のメロディは、現
行の讃美歌第2集の188番、および讃美歌21の151番「きみのたまものと」と同様に始まる。し
かし「東洋のはかせ」はA A’ 間奏B A’の形式で讃美歌とは異なり、別のアレンジを基にした可
能性もある。讃美歌第2集の188番、および讃美歌21の151番「きみのたまものと」はA A’ B B’A 
A’の形式で現在広く用いられている英語讃美歌の多くと基本的に同様である12。  
より明らかな讃美歌との関連は、第二部 第一 「主キリストの音 其一」である。譜面上に







                                                  
11 このアレンジは3度低いだけで Songs of Rutgers 収録曲の”Two Little Roses”とほぼ同じであり、最後から
2小節目「すくひを」を入れるため八分音符を十六分音符に分けている 強弱も殆ど同じだがフェルマータ
の後は P の代り にdim.となっている 。 
12 この曲と讃美歌との関連はフェリス音楽図書館スタッフに依る。Cyber Hymnal によれば、The Endeavor 
Hymnal（1902）に、ハワード・グロース(Howard Benjamin Grose, 1851-1939)による“Give of your best to the 
Master; Give of the strength of your youth.”の詞で讃美歌として採録された。讃美歌での Tune 名はBarnard で
あり、由来は著名なバラード作者 Charlotte Alington Pye Barnard（Mrs. Charles Barnard, 1830-1869, 筆名 
Claribel）が 1864 年に世俗の歌詞“Take Back the Heart That Thou Gavest”を伴って発表したことによる。日






“Abide with me”はHenry Francis Lyteが1847年、死の3週間前に書いたと言われる。彼は生涯病
弱で50代で亡くなったのだが最後までウィットを失わなかったといわれる。旋律 Eventideは




Abide with me; fast falls the eventide;  
The darkness deepens; Lord with me abide. 
When other helpers fail and comforts flee, 
Help of the helpless, O abide with me.  
 この代替旋律はむしろ、「クリスマスのよろこびのおとづれ」の成り立ちのヒントかも知れな





し弾けるアシスタント(Miss Matsumura)を確保」しており16、スカダー夫人自身は 1904 年の報告
書（73rd 1905）に English and singing class を報告17、1905 年の報告書（74th 1906）にもクッキン
グやテーブルマナーと並んで successful music class に言及している18。彼女への追悼 (eulogy)に
は、音楽を通して (by music) で周囲の日本人からも敬愛され(won admiring affection)、友人とし
て尊敬される(looked up to as a friend) 存在であった、とのひとかたならぬ賞賛がみられる19。 
教文館刊の出版は 1906 年 11 月、夫人没後にゼロから始めて出版を準備できただろうか。前
のイースター・アンセム「よみがへりのうた(Yomigaeri no Uta)」では「印刷所に送った」から
「出版され演奏された」は 2 年に亘っている。出版年が 1903 年か 1906 年かの問題を解く鍵に
                                                  
15 日本語の『讃美歌21』では218番として明確に「死」に分類される。 
16 "71st Annual Report of the Board of World Missions" (1903). Annual Reports. Book 46. 
http://digitalcommons.hope.edu/world_annual_report/46  43 ページ [PDF 76/147] 
17 "73rd Annual Report of the Board of World Missions" (1905). Annual Reports. Book 48. 
http://digitalcommons.hope.edu/world_annual_report/48  52 ページ [PDF 87/171] 
18 "74th Annual Report of the Board of World Missions" (1906). Annual Reports. Book 49. 
http://digitalcommons.hope.edu/world_annual_report/49  55 ページ [PDF 88/171] 
19 "75th Annual Report of the Board of World Missions" (1907). Annual Reports. Book 50. 
http://digitalcommons.hope.edu/world_annual_report/50  [PDF119/242 137/242 など] 
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はならないが、1906 年が正しいとすれば 4 月 23 日以前に夫妻協同で制作を始めてあったと考
えられ、“Abide with me”は Florence が愛唱した讃美歌であったか、あるいは彼女を悼んで挿入
されたと考えたくなる20。「クリスマスのよろこびのおとづれ」の第二部が 「主キリストの音 
















楽曲以外の部分、東洋の博士のお話、F. N. Peloubetの日曜学校レッスン、Henry van Dykeの引
用なども興味深い。たとえば、第五曲「東洋のはかせ」の前にあたる7ページに、「ギリシャの
ガスパル、インドのメルキヲル、エヂプトのバルタバルに加えて、もう一人のペルシャのアル
タバンがいたかも知れません」としてGeneral Lew WallaceのBen Hur とvan DykeのThe Other Wise 
Manを紹介している。前者は1888年11月に出版された米国でのベストセラーであり22、後者は
1895年の出版で、当時米国でも一般には新しかった内容を日本の人々に伝えようとしている。
                                                  
20 “Abide with me”は 旧英領圏で戦没者記念日などに演奏され、葬儀で用いられることもある。最近で
は、エルトン・ジョンがアレンジしており、ネットで視聴できる。 
21 "69th Annual Report of the Board of World Missions" (1901). Annual Reports. Book 44. 













３．成立の背景 Background of Creation 
 明治後期の日本で、他に類似の楽曲が無い状況でスカダーが「カンタータ」を編纂・出版し
た背景には何があったのだろうか？ それには 2 つの側面が考えられる。第一はミラー夫妻の文
書伝道が与えた影響である。第二は、19 世紀米国でのカンタータの隆盛、特にその出版である。 
 エドワード・ローゼイ・ミラーとメアリー・エディ・ミラー（旧姓キダー）の夫妻は、スカ
ダーが日本に赴任した 1897 年 10 月 10 日には盛岡で伝道していた。もともと信州は RCA ミッ
ションが上田と小諸を中心に長く活動した宣教フィールドで日本人信者がおり、少なくとも 2
名の宣教師を必要とする最重要地域のひとつだが 1897 年まで 20 年宣教師が不在であった、と
75 期年次報告書は歴史的に記述している。そこで言及される「20 年前」は、1876 年 8 月にミ




スト教刊行誌『喜の音』〔よろこびのおとづれ Glad Tidings〕に倣うものである。1899 年 10 月
に信州への訪問を要請したり24、自身が病気になった時や夫人の没後に信州のフィールドを託
したりもした。東京から北方を宣教地とする繋がり以上のものが感じられる。1899 年 1 月 5
日に長野で誕生した娘 Margaret のミドルネームは Miller であり、洗礼を司式したのはミラー
氏であった。ミラー夫妻との繋がりは家族の間に語りつがれている。ミラー夫妻の宣教に対す
                                                  
23 現在長野県上田市にある日本キリスト教会上田教会である（中島耕二、大西晴樹、辻直人 2003）。 
24 『フェリス女学院 150 年史資料集 第 3 集』p.100 に「ミスター・スカッダーの求めに応じて、ミスター・
ミラーは 10 月に南信州に伝道旅行…」についての p.101 の脚注 10 は誤り、このスカッダーはフランク S.








挿図 2 ≪エドワード・ローゼイ&メアリー・エディ・ミラーの『喜の音〔 (よろこびのおとづれ〕』≫  
 ミラー夫妻は既にあったひらがなタイトルの『よ
ろこびのおとづれ』、第二号からは『「よろこばし
きおとづれ』（1876 年 12 月～1882 年 2 月まで毎月
刊行、A5 判 8 ページ）を引き継いで、1882 年（明













The Foreign Sunday School Association （略称 FSSA）が援助し、それは同団体が 1918 年に World's 
Sunday School Association に吸収合併されるまで続いたという（石崎 2010）。スカダーの出版
物にもこの団体、あるいは他の類似団体の援助が得られていたかもしれない。 

























も古く」1843 年 1 月から現在まで続くキリスト教系新聞 The Friend であるが27、スカダーはそ
の編集主幹 (Managing editor)を 1908-36 年のあいだ務めた28。 
 
４．ジャンル The Genre  
スカダーが「カンタータ」の編纂・出版を志した背景には、母国アメリカでの音楽出版、特
                                                  
26 1900 年の報告書。69th Annual Report of the Board of World Missions" (1901). Annual Reports. Book 44. 
http://digitalcommons.hope.edu/world_annual_report/44.  45 ページ [Hope College document  PDF frame 
78/153]  
27 http://server.honstudios.com/mhm-friend/cgi-bin/mhm-friend?a=p&p=home&e=-------en-20--1--txt-IN----- 
28 Scudder, Lewis R. III.  1998. The Arabian Mission’s Story: In Search of Abraham’s Other Son. (Grand Rapids, 





















奏時間が 1 時間以上ならオラトリオ、それより短ければカンタータとする記述もあるようだ。 
カンタータは 19 世紀中にイギリスで音楽祭のために多作され、アメリカでは特に東海岸で作
曲され始め、南北戦争後 20 世紀初頭までには当時盛んになったコーラル・グル―プ活動を通し




た」（Orr 2013: 475）。1810 年のスチーム・プレス、1843 年の輪転機などの実用化に代表され
                                                  
29 「よその国に追従してきた私たちの長い修行時代は終ろうとしているのです。私たちは自らの足で歩き、
自らの手で働こうではありませんか。そして自らの心を語ろうではありませんか」Ralph Waldo Emerson 
“The American Scholar” An Oration delivered by Ralph Waldo Emerson before the Phi Beta Kappa Society, at 
Cambridge, August 31, 1837 full quote  http://shc.stanford.edu/american-scholar   
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る印刷・出版の急速な発達に伴って夥しい数のカンタータが出版され、そのテーマは宗教的、











並んで採録された、3,000 超のカンタータのうち Choral cantata が大半の 2,841 曲を占めており、






ている。採録されたうち、大まかに数えて約 270 曲に上る Choral cantata が 19 世紀末までにつ
くられている。初演に際して新聞・雑誌に載った批評が再録されている場合もあり、上記のド
ボルザーク作 “The American Flag,” Op. 102 (1893)は New York Times 紙に酷評されている（Dox 












Novello 社からボストンの Oliver Ditson 社が導入した八折り(octavo)フォーマットの楽譜は 1876
年の輪転機でオフセット・リソグラフィー印刷する方法で、それ以前の四折り(quarto)フォーマ








団に管弦楽が付く大掛かりな演奏に対する需要もあった。1815 年設立のボストンの Handel and 
Haydn Society をモデルに欧州の作曲家名を冠した団体が多く生れ（Orr 2013:486）、ユタ州ソル
ト・レイク・シティの Mormon Tabernacle Choir (1847 年)のように特定の宗派を母体とする場合
もある。演奏履歴ではヘンデル(Messiah、Samson)、ハイドン(Creations)、メンデルスゾーン(Elijah)
等の大曲が主流を占め、同時期のアメリカの作曲家によるものは少数である。これら大編成の
オラトリオ・ソサエテイのうちニューヨークの New York Oratorio Society (1873 年)は 19 世紀末
まで 400 名～600 名の歌手を擁し、その演奏履歴には上記のスタンダード曲の他にバッハの「マ
タイ受難曲」（部分）、ベルリオーズ、エルガー等も含まれている（Orr 2013:486）。 
 
５．印刷  Music Printing  
  1900 年の報告書（69th 1901）において、スカダーは印刷所への便利(conveniently located with 




                                                  
31  "69th Annual Report of the Board of World Missions" (1901). Annual Reports. Book 44. 
http://digitalcommons.hope.edu/world_annual_report/44  p.47 [Hope College archive  PDF frame 80/153]  
Personal Work.の部分中 Leaflet ……  with reference to the printer という言及。  
- 54 -































による「楽譜印刷に就いて」(『印刷雑誌』大正 8-9 年 (1919-1920)号)を印刷博物館と印刷図書
館で閲覧することができた。記事は驚くべく正確でかつ詳細であり、連載の 5 回目(第 3 巻 4
号、1920年4月)には可動細分活字(movable type)のケース上の配置図が2種類掲載されている32。
宮崎は分解的活字と呼び、その種類は 300 ないし 400 あり植字法は難しく価格は高いと言う（宮
崎 1919/No. 1:.31、1919/No. 2:.12）。さらに主に宮崎を引用した、山本隆太郎「楽譜印刷物語」
昭和 25 年 (1950)号が『『印刷雑誌』とその時代 —実況・印刷の近現代史—』(2007:468-476)に
復刻され、その中にも可動細分活字(movable type)のケース図と一小節のみ組み方の例がある。
一小節でもパーツ数は数十に上る。「米国ではしばしば出版される模様である。とくに讃美歌集
















製紙会社]横浜製紙分社でキリスト教出版業務の責任者として、明治 21 年（1888）4 月出版の『新
撰讃美歌』を印刷した。楽譜付の明治 23 年 12 月版に Printed by Seishi Bunsha とある。『譜付：
聖公会讃美歌 』明治 25 年（1892）には、奥付に「印刷者 神奈川県平民 村岡平吉」とある。
彼は 2014 年放映の NHK『花子とアン』の花子の義父であり、明治 31 年（1898）に独立してキ
                                                  
32 英国のミラー・アンド・リチャード会社（Miller & Richards）および、ペイテント・タイプ・ファウン







性もある。福音印刷は大正 12 年(1923) の関東大震災で横浜本社社員約 70 名と責任者（平吉の
五男斎、ドラマでは花子の妹かよと婚約していた郁弥）が亡くなった。東京本社（銀座）も震
災で倒壊したが平吉の親族が教文館の一部に間借りし、しばらくは命脈を保っていたものの、






「ピアノ」の場合でも同じ形である。可動細分活字 (movable type)で、p 記号のみ別に作られた
のではないかと推定できる。ベートーヴェンの初期印刷楽譜について彫版道具が年代推定の手
がかりともなる（長谷川 2002）例があるので、細かい点ではあるが記しておく。 
 挿図 3 ≪弱音(ピアノ）記号 ≫  





前述したとおり、ここで調査した「クリスマスのよろこびのおとづれ」は明治 39 年 (1906










７．もうひとつの曲  Another Easter piece   
亡くなる年（1906）に刊行された1905年の報告書（74th 1906 ） にスカダー夫人が、1905年の
3月下旬から4月初めにかけて教団を代表して日本を訪れた使節団（Deputation）のために、「成
果を上げている音楽クラス」（a successful music class ）が「歓迎の歌と特別に準備したイース







 バイオグラフィー(Nellist 1925)によるとスカダーは 3 曲の日本語による宗教カンタータをつ











る可能性があった用例は昭和 11 年（1936 年）に完成し NHK 国民歌謡としてラジオで広く放送
された「朝」（小田進吾作曲）によってであり、陸・海軍礼式歌としても挙げられているので
                                                  
33 青山学院資料センター「所蔵資料クローズアップ」https://www.aoyamagakuin.jp/history/mcenter/closeup.html 
34 "74th Annual Report of the Board of World Missions" (1906). Annual Reports. Book 49. 
http://digitalcommons.hope.edu/world_annual_report/49 p.55 PDF 88/171 
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我々の親の世代はよく知っていたと思う。歌詞は曲よりずっと早く、信州にゆかりの作家、島
崎藤村によるものである。『落梅集』明治 34 年（1901 年 8 月、春陽堂）の朝・昼・夕の労働
雑詠の一である。同じ歌集には「小諸なる 古城のほとり」や「椰子の実」も収められている。 
朝はふたたびここにあり 朝はわれらと共にあり 埋(うも)れよ眠(ねむ)り行(ゆ)けよ夢  






８．「クリスマス」演奏記録とアメリカン・カンタータ Performance History  
讃美歌ではなく聴衆を前に演奏される複合的な宗教曲を編纂し、印刷・出版したスカダーに
は、教団派遣の一宣教師としてよりも広い対象に福音を伝えたい、との目論見があったと考え
られる。明治 39 年に初版が発行され 6 年後の大正元年（1912 年）に再版されていること、初














                                                  




























                                                  
36 “The Christmas entertainment this year was so well attended that there was difficulty in accommodating the guests 
in our narrow quarters. The school chorus presented the cantata “Good Tidings” arranged by Rev. F. S. Scudder some 
years ago. Following the precedent set last year, an offering was taken for those suffering on account of the great war. 
The sum collected amounted to Yen 35.00, and tho[sic.] this is not a large sum, we feel that it cannot help but be a 
blessing both to those who gave and to those for whom it was given.” RCA 85th Annual Report of the Board of World 
Missions (1917)  South Japan, p. 114  (PDF 183/257) 
http://digitalcommons.hope.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=1064&context=world_annual_report  
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≪年譜≫ Frank Seymour Scudder 
 
出生 1862 年 4 月 28 日 インド Coonoor  
 父：Ezekiel Carman Scudder [Sr.] (1828-1896)  
母：Sarah (Tracy) Scudder 
1885 年 教師 Tarrytown, New York 
1886 年 教師 San Antonio, Texas 
1890 年  New Brunswick Theological Seminary 
1890 年 牧師ライセンス(Lic Cl) New Brunswick 
1890 年 牧師任命(Ordained Cl)  Illinois 
1890-92 年  牧師 Havana, IL 国内宣教師 (home missionary) Havana, Illinois 
1893-94 年 RCA アラビアン・ミッション秘書・会計役(secretary and treasurer) [Nellist 1925 では
1892 – 1893 年] 
1894  結婚 妻：Florence Dumont Schenck of New Brunswick, N.J. 1875 年 2 月 9 日出生 [生年は
1874 年の伝記もあるが、東京青山霊園の墓石では 1875 年] 
1894-97 年 牧師 Mt. Vernon, NY  Reformed Church in America, 
1897-1906 年 信州教区担当宣教師(field missionary in charge of the Shinshu field)として日本で宣教 
1897年 10月 10日Mr. and Mrs. F. S. Scudder は、Mrs. Scudderの母 Mrs. Jennie Dumont Schenck と
共に日本に到着。Mrs. Schenck (daughter of a former minister)は準宣教師として、1901 年 4 月
まで長野に滞在、帰米した住所は Cranford N.J.  
1898 年 秋 初めて山越えで南信州へ(往復それぞれ徒歩 4 日) 
1899 年 1 月 5 日 娘 Margaret Miller 出生 長野 (洗礼式はミラー夫妻が司式) 
1900 年 10 月 13 日 息子 Raymond Dumont 出生 長野 (洗礼式は聖公会牧師が司式) 
1901 年 4 月 知事の招聘で長野の警察学校で毎週教える。この仕事は 2 年ほど続いた。 
1901 年 イースター・アンセム「よみがへりのうた」出版 (この年のイースター4 月 7 日) 
1902年10日10日Rev. and Mrs. Frank S. Scudderと子供達、夫人の病気[乳がん]のため furlough (職
務継続扱いの帰国) へ。帰米中の住所は 25 East 22nd St. New York 
1903 年 4 月 30 日 Rev. and Mrs. Frank R.[sic.] Scudder と家族、欧州経由で米国着[WBFM 29th] 
1903 年? 「クリスマスのよろこびのおとづれ」出版 [Nellist 1925 による] 
1904 年 7 月 29 日 Rev. and Mrs. Frank S. Scudder と家族、日本に帰任 
1905 年 12 月 3 日 娘 Ruth Dorothy 出生 長野 
1906 年 東京明治学院 白金キャンパスに於いて、後に A. K.ライシャワー一家が住み「ライシ
ャワー館」と呼ばれる宣教師館 [明治学院中学校・東村山高等学校 校地に復元]に住まう[近
接の別の宣教師館の可能性もあり。]  1906 年に教えた記述はあり(辻：2012) 
1906 年 「ゲッセマネのさよあらし」出版 [Nellist 1925 による](この年のイースター4 月 15 日) 
1906 年 4 月 23 日 妻 Florence 死亡 東京 
1906 年 11 月 15 日教文館版「クリスマスのよろこびのおとづれ」印刷、11 月 17 日発行 
1907 年 3 月 東京明治学院、高等学部および普通学部教員(英語・聖書)担当 [明治学院高等学部・
普通学部規則(明治 40 年 3 月)による] 
1907 年 6 月後半 RCA Hawaiian Board の臨時会議、Frank Scudder の招聘を決議 翌日発信 
1907 年 7 月 6 日招聘状受信、7 月 12 日受諾 
1907 年 9 月 ハワイ着任  
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